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	◎史上最悪の「レベル７」

東京電力福島第１原発の事故について、原子力安全・保安院は12日、国際評価尺度（ＩＮＥＳ）の暫定評価を従来の「レベル５」から、「レベル７」に引き上げました。原子炉や使用済み燃料プールの冷却機能が失われ、大量の放射性物質が外部に放出されるという事態が、レベル７の示す「深刻な事故」に相当すると判断したためです。

◎チェルノブイリを越える懸念
ＩＮＥＳは国際原子力機関（ＩＡＥＡ）などが決めた、０～７まで８段階の原子力事故評価尺度で、レベル７が最悪です。世界の原発事故でレベル７と評価されたのは、これまで史上最悪の原子力事故とされる旧ソ連のチェルノブイリ原発事故のみです。

ただし、保安院は「今回の放射性物質の放出量はチェルノブイリ原発事故の１割程度で事態はかなり異なる」と強調しました。

一方、東京電力は、レベル７の評価に関し、「福島第１原発は放射性物質の放出を止め切れておらず、放出量はチェルノブイリ原発事故に匹敵、または超える懸念がある」との認識を示しました。

◎産業界に衝撃､復興の足かせ

「レベル７」の評価は産業界に衝撃を与えています。海外で「チェルノブイリ原発事故
	
	

	
並み」とのイメージが独り歩きすれば、日本経済への影響はさらに深刻になります。

海外からの旅行予約キャンセルは５６万人を超え、２８の国・地域が日本産のホウレンソウや原乳など農産品・加工食品の輸入停止や規制を強化しました。工業製品でも米国では日本製自動車が放射性物質に汚染されているとの風評が出ており、メーカーは輸出する自動車や部品の放射線量測定などを検討中です。電機メーカーも福島周辺で生産する機器について、アジアや欧州から問い合わせが殺到しています。

原発事故は、震災からの復興を目指す日本経済の大きな足かせになり始めています。　

【新聞・ネット等各報道より】

















































































































































































































庁舎以外でご用のある方は書記長の山田（商工観光）へ午前中に連絡をください。




















埼玉県が「水道水は安全です」と住民周知したことが報道されたように、福島第１原発事故による放射能汚染の「デマ」がメールや掲示板、ツイッターで広がっています。


しかし、これらの媒体を通じた情報は、電話などの通信インフラが不通となる中、情報の速さや安否確認などで大きなメリットも発揮しており、利用する側の情報に対する見極めの能力が試されるものとなっています。


ケイタイにチェーンメールなどが届いたらすぐに知人に送信せず、情報の出所や根拠を確認しましょう。























　　　　　　　


























津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


